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 引き継ぎます、ひとづくりにおける、その熱き思いを！

◆内容◆

１ 「ご挨拶」新任会長 佐々木 眞一

２ 2014年度職場改善事例発表大会レポート（2014年7月1日）

３ 協会だより(10月23日質創造大会ご案内/品質SAIKOUコラム）

平成26年7月総会日をもって、当協会の会長が好川純一（トヨタ紡織㈱特別顧問）から、佐々木眞一（トヨタ自動

車㈱相談役・技監）に交代。好川氏は顧問に就任しました。

好川前会長には、会長ご任期中、組織運営のみならず、「先史先人に学ぶ品質経営塾」の塾長として後進の育成に

あたられ、引き続き塾長として指導にあたられます。

バトンを引き継いだ佐々木新会長のもと、中部品質管理協会は、皆様のご期待に応えるべく時代のニーズにあっ

た事業の展開を進めてまいります。
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協会だより

furuyaの品質

　最近、食品の問題が大きく報道された。海外で使用期限を数カ月も超過した肉を加工したも

のが、日本の市場に大量に出回ってしまったというから驚きである。どうしてこんなことが起

こってしまうのだろうか。これは決して対岸の火事ではない。少し前には、我が国でも工場で

出荷前の加工食品に農薬を混入させるという、世間を震撼させた事件が発生したばかりであ

る。食材偽装事件も記憶に新しい。どこにでも起こり得ることなのだ。

　こうしたことへの対処として先ず考えられるのが、徹底した監視体制の強化であろう。至る

所に監視カメラを設置して一人ひとりの行動を常時見張るのである。確かにこれではごまか

せなくなるので、一定の抑止力になる。ところが今回のケースでは、管理者も加担していたと

いうからすさまじい。またこのような対策には限界がある。人の狡賢さは、網を掻い潜ってま

た悪事を発生させてしまう。まさにキリがない。

　では、どうすればよいのか。品質管理では「検査をいくら厳しくしても品質はよくならない」

と言われている。それぞれの工程で品質を造りこむ、すなわち目指すところは「自工程完結」な

のである。その実現のためにはそこに働くすべての人が高い品質意識を持って、必要となる知

識・技能などを身に着け、毎日やりがいを感じながら仕事に取り組むことが不可欠となる。「モ

ノづくりは人づくり」と言われる所以である。冒頭の食品加工会社ではこうした人材の育成

を、全く行ってこなかったのではないか。人づくりの取り組みを蔑ろにすると、その代償はあ

まりにも大きい。

[編集後記]　この夏は、いかがお過ごしでしたでしょう？花火や盆踊り等、楽しいイベントの多

い時期、皆様にはよい時間を過ごされたことと思います。残念ながら、この中盤から季節外れ

の台風襲来が2度もあり、局地的に急な豪雨による増水や土砂崩れで貴い命が犠牲になり、

心からご冥福をお祈りします。偉大なる自然は、時として残酷にも人間の小ささを教え、叡智を

養ってくれると実感もする夏でもありました。（細）

中部品質管理協会
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検 査 と 品 質

10/23中部“質”創造マネジメント大会開催！

多くのご参加をお待ちしております！！

 

１．基調講演　会長　佐々木眞一

２．講演　

　①滋賀ダイハツ販売㈱(2013年度日本経営品質賞受賞)代表取締役社長　後藤敬一氏

　②㈱メイドー（2013年度デミング賞大賞受賞）代表取締役社長　長谷川　裕恭氏

３．特別講演

　JAXA　安全・信頼性推進部長　泉　達司氏

　＜日時＞　平成26年10月23日（木）１２：４５～１６：５０

　＜場所＞　ウィンクあいち　大ホール
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